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資料１ 

関西広域連合が取り組んでいる事務について 

 

１ 基本的な考え方  

広域連合では、広域的な行政課題に関する事務のうち、基礎自治体や府県よりも広域

の行政体が担うべき事務を処理する。  

 

（広域連合で処理する事務のメルクマール）  

① 広域連合で処理することにより住民生活の向上が期待できる事務  

② 広域連合で処理することにより行政効果の向上が期待できる事務  

③ 広域連合で処理することにより効率的な執行が期待できる事務  

④ 国が担っている事務のうち、権限移譲を受けて実施することで関西の広域課題の 

解決に資する事務  

 

２ 広域事務の分野  

 

３ 現在取り組んでいる事務 

（関西広域連合第３期広域計画より） 

 

（１）広域事務 

分 野 重点方針 

広域産業振興 

○  世界の成長産業をリードするイノベーション創出環境・機能の強化 

○  高付加価値化による中堅・中小企業等の国際競争力の強化 

○  「関西ブランド」の確立による地域経済の戦略的活性化 

○  企業の競争力を支える高度人材の確保・育成 

広域観光・ 

文化・スポーツ

振興 

（観光振興） 

○ 多様な広域観光の展開による関西への誘客 

○ 戦略的なプロモーションの展開 

○ 外国人観光客の受入を拡大し、周遊力・滞在力を高める観光基盤の整備 

○  東京オリンピック・パラリンピック等を見据えた文化・スポーツ観光の展開 

○ 官民が一体となった広域連携ＤＭＯの取組の推進 

（文化振興） 

○ 関西文化の振興と国内外への魅力発信 

○ 連携交流による関西文化の一層の向上 

○ 関西文化の次世代継承 

○ 情報発信・連携交流支援・人づくりを支えるプラットフォームの活用 

○ 東京オリンピック・パラリンピック等や文化庁の全面的移転決定を見据え

た新たな関西文化の振興 



 

 

分 野 重点方針 

 スポーツ部 

○  「ワールドマスターズゲームズ 2021 関西」の開催支援 

○  「生涯スポーツ先進地域関西」の実現 

○  「スポーツの聖地関西」の実現 

○  「スポーツツーリズム先進地域関西」の実現 

広域防災 

○ 大規模広域災害を想定した広域対応の推進 

○ 災害時の物資供給の円滑化の推進 

○ 防災・減災事業の推進 

広域医療 

○ 広域救急医療体制の充実 

○ 災害時における広域医療体制の強化 

○ 課題解決に向けた広域医療体制の構築 

農林水産業振

興 

○ 地産地消運動の推進による域内消費拡大 

○ 食文化の海外発信による需要拡大 

○ 国内外への農林水産物の販路拡大 

○ ６次産業化や農商工連携の推進などによる競争力の強化 

○ 農林水産業を担う人材の育成・確保 

○ 都市との交流による農山漁村の活性化と多面的機能の保全 

広域環境保全 

○ 再生可能エネルギーの拡大と低炭素社会づくりの推進 

○ 自然共生型社会づくりの推進 

○ 循環型社会づくりの推進 

○ 環境人材育成の推進 

広域職員研修 

○ 幅広い視野を有する職員の養成及び業務執行能力の向上 

○ 構成団体間の相互理解及び人的ネットワークの活用 

○ 効率的な研修の促進 

 

（２）企画調整事務 

事 務 事業の概要 

広域インフラ

の整備促進 

大規模災害時におけるリダンダンシーの確保など、関西における広域交通イ

ンフラに関する総合的な検討・調整を行うため「広域インフラ検討会」を設

置し、「広域インフラマップ（道路）」の作成や北陸新幹線整備促進に関する

国等へ働きかけを実施。 

エネルギー政

策の推進 

関西における中長期的なエネルギー政策の考え方の検討、電力需給等の把

握・検証等を実施するため、「エネルギー検討会」を設置し、関西エネルギー

プランの策定、水素エネルギーの利活用に向けた広域的取組の検討を実施。 

特区事業の 

展開 

国の特区制度を効果的に活用していくため、国家戦略特区など特区制度の改

善や活用促進に関し国に提案を行うとともに、関西イノベーション国際戦略

総合特区事業を推進。 

イノベーショ

ンの推進 

広域的課題の解決に向けた関西の産学官連携体制の構築を図り、産学連携に

よる大学・科学技術基盤のネットワーク化を推進しイノベーションを創出。 

 


